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きょ　うから小学校一年生　（広漠小学校入学式から）

人のうこき（認諾昏）
人　　口　10，883人（＋63）

男　　　　5．201（＋28）

女　　　　5，682　（＋35）

世帯数　　　3．003声（＋21）

（）内は前月　比

花⑳107　6　　　卯　　4月のこよみ

暦　日　日　日　日

誕
生
石
　
　
ダ
イ
ヤ
（
無
垢
）

4
月
の
書
簡
用
語

春
暖
、
陽
春
、
春
日
、
花
信

花
く
も
り
、
桜
春
の
候

砦
革
も
え
る
季
節

町
内
小
学
校
入
学
式

遠
賀
中
学
校
入
学
式

婦
人
の
日

天
皇
誕
生
日

ふ
じ
（
歓
迎
）

月
（
う
ず
き
）

卯
の
花
の
盛
り
の
季
節
で
あ
り
、

卯
花
月
と
も
い
う
。
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会計予算明細表

（歳　　入）

款 �本年度予算額 �前年度予算額 �比　　較 �％ 

1　町　　　　　　　税 �294，942 �公4，500 �60，館3 �18．6 

2　地　方　譲　与　税 �15，000 �10，000 �5．000 �0．9 

3霊薬施設利用税交付 �21，600 �劣，500 �△1，900 �1．4 

4　自動車取得税交付金 �16，500 �継，000 �△　6，500 �1．0 

5　地　方　交　付　税 �380，000 �322，000 �58，000 �24．0 

6怒安全対策特別交 �1，200 �950 �250 �0．1 

7　分担金及び負担金 �56，642 �16，004 �39，958 �3．6 

8　使用料及び手数料 �3，715 �3，131 �勅4 �0．2 

9　国　庫　支　出　金 �361，848 �478．206 �△116，358 �22．9 

10　県　支　出　金 �63，594 �41，020 �22，574 �4．0 

11財　産　収　入 �！12・869 �9，947 �2．922 �0，8 

12　寄　　　附　　　金 �1　7，534 �12．151 �△　4，617 �0．5 

13　繰　　　入　　　金 �2 �134，002 �△134，000 � 

14　繰　　越　　　金 �70，799 �36，005 �34，194 �4．5 

16　諸　　　収　　　入 �167，169 �85，（褐3 �81，886 �10．6 

16　町　　　　　　　徴 �109．600 �216．800 �△107．200 �6．9 

才　人　合　計 �1，583，014 �1，647，788 �△　64，774 �100．0 

差別をな　く　し　て明　る　い社会

3
弼
擢
輔
弼
謹
黙
諾
粥
錆
㍑
講
評
捕
縛
＝
一
般
方
針

度
遠
賀
町
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
　
ま
し
た
。

各
種
条
例
の
改
正
な
ど
2
0
議
案
に
つ
い

て
慎
重
に
賽
韻
の
結
果
、
一
般
会
計
予

一
昨
年
か
ら
の
不
況
と
イ
ン
フ
レ
下

で
、
地
方
自
治
体
と
し
て
は
依
然
さ
び

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
国
政
の
動

さ
を
見
守
る
な
か
で
、
自
治
体
と
し
て

の
主
体
性
を
も
っ
て
住
民
福
祉
の
具
現

化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

外
的
な
画
業
と
し
て
遠
賀
川
河
口
堰

事
業
（
若
干
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
5
2
年

度
は
総
工
事
費
4
2
億
円
、
本
町
関
係
分

と
し
て
は
、
神
田
川
の
護
岸
工
肇
の
継

続
、
排
水
路
の
し
ゅ
ん
せ
つ
、
曲
手
ポ

ン
プ
等
の
施
設
工
撃
な
ど
）
、
鉱
害
河

川
の
整
備
（
西
川
、
戸
切
用
の
整
備
）

中
間
水
道
の
拡
充
（
人
口
増
大
化
等
に

対
処
す
る
施
設
の
拡
大
）
等
の
処
理
の

ほ
か
内
部
的
事
業
と
し
て
は
、
脇
衝
郵

発
（
柳
田
用
の
整
備
、
ナ
ギ
ノ
線
他
2

路
線
の
改
舗
装
）
、
農
林
恕
菜
（
八
反

日
溜
池
工
事
、
塵
戸
川
改
修
）
、
三
就

労
密
集
（
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
ほ

か
）
及
び
同
和
対
策
単
葉
な
ど
を
授
賞

的
恕
業
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
が
、

岡
垣
対
地
射
爆
現
の
撤
去
（
5
3
年
次
）

に
と
も
な
い
国
の
補
助
疎
業
も
基
本
的

に
変
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
変
る
方
向
づ
げ
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
当
初
予
算

で
蔵
人
韻
出
そ
れ
ぞ
れ
十
五
億
八
千
三

百
一
万
四
千
円
、
昨
年
対
比
9
6
％
と
鰭

少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
小
学
校
建

築
等
の
大
型
事
業
が
な
く
な
っ
た
も
の

で
、
他
の
建
設
事
業
で
は
む
し
ろ
増
大

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
で
道
路
関
係
、

学
校
施
設
等
の
建
設
が
大
体
終
り
ま
す

の
で
、
次
年
度
か
ら
は
他
の
分
野
に
ウ

エ
イ
ト
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
し
か
し
、
国
県
の
補
助
専
業
が
少
な

く
な
り
ま
す
と
予
算
規
模
も
繍
少
し
、

町
費
の
つ
ぎ
た
し
が
多
く
な
り
、
ま
た

経
常
収
支
比
率
が
甫
く
な
り
ま
す
の

で
、
財
政
面
で
の
引
締
め
が
よ
り
盟
ま

れ
ろ
わ
け
で
す
が
、
絶
対
に
必
要
な
施

設
は
今
後
も
計
画
的
に
建
設
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
名
説
碁

会
制
度
を
充
実
さ
せ
、
計
画
的
資
金
の

通
用
が
は
か
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

歳
入
予
算
の
内
訳

歳
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
が

前
年
度
よ
り
五
千
八
百
万
円
増
と
な
り

三
億
八
千
万
円
（
歳
入
額
の
2
4
％
）
、

つ
き
が
国
餌
支
出
金
三
億
六
千
万
円
（

2
2
・
9
％
）
で
前
年
度
予
算
額
よ
り
一

億
六
百
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
般
方
針
で
説
明
し
ま
し
た
と

お
り
学
校
建
設
専
業
の
大
型
補
助
葛
業

が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
こ

れ
と
関
連
し
て
町
億
も
一
億
七
百
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
税
は
、
前
年
度
よ
り
六
千
万
円
の

伸
び
で
二
億
九
千
四
百
万
円
（
1
8
・
6

％
）
、
諸
収
入
の
一
億
六
千
七
百
万
円

（
競
艇
収
入
ほ
か
）
、
繰
越
金
七
千
万

円
、
県
支
出
金
六
千
三
百
万
円
が
歳
入

の
お
も
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
予
算
の
内
訳

歳
出
に
つ
い
て
は
、
補
助
野
菜
と
し

て
、
労
働
費
一
億
五
千
百
万
円
は
、
三

就
労
寧
業
（
産
炭
地
開
発
、
炭
鉱
離
職

者
並
び
に
特
定
地
域
開
発
等
の
就
労
事

業
）
で
、
町
内
の
通
路
整
備
に
当
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

土
木
費
の
う
ち
、
同
和
対
策
車
葉
七

千
五
百
万
円
（
通
路
、
水
路
盤
儲
）
、

防
衛
通
路
寧
薬
六
千
六
百
万
円
（
ナ
ギ

ノ
線
ほ
か
2
路
線
）
、
特
定
防
衛
施
設
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昭和52年度一般

（単位　千円）

款 �本年度予算額 �前年度予算額 �比　　較 �′′ 

l議　　　会　　　費 �42，355 �35，144 �7，211 �2．7 

2　総　　琵　　寅 �210．388 �1飴，銘0 �41，758 �13．3 

3　民　　　生　　　費 �240，796 �187．165 �53．穏1 �15．2 

4　衛　　　生　　　費 �95．755 �71，769 �郷．986 �6．0 

5　労　　　働　　　費 �151，976 �110．500 �41．470 �9．6 

6　農林水産　業費 �117，966 �62，200 �55，766 �7．5 

7　商　　　工　　　費 �11，920 �11．945 �△　25 �0．8 

8　土　　　木　　　寅 �318，467 �の5，銘9 �22．628 �20．1 

9　消　　　防　　　費 �55，904 �51．698 �4，206 �3．5 

10　教　　　育　　　費 �207，468 �556，431 �△　348．963 �13．1 

11災　害　復　旧　費 �40 �40 �0 � 

12　公　　　債　　　費 �124，969 �91，411 �33，5強 �7．9 

13　諸　支　出　金 �10 �10 �0 � 

14　予　　揃∴∴∴費 �5，000 �5．000 �0 �0，3 

歳　出　合　計 �1．503，014 �1，647．788 �△　64，774 �100．0 

明る　い家庭は、親子の対話から

町
民
体
育
館
の
基
金
制
度
発
足

身
障
者
扶
養
共
済
制
度
の
掛
金
を
補
助

周
辺
整
備
野
菜
二
千
百
万
円
（
柳
田
川

整
備
）
が
主
な
補
助
事
業
で
す
が
、
町

単
独
事
業
と
し
て
、
道
路
、
河
川
の
維

持
補
修
費
に
七
千
五
百
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

農
林
専
業
と
し
て
は
、
団
体
営
潅
漑

排
水
事
業
七
千
三
百
万
円
（
屋
芦
川
整

鯛
等
）
八
反
田
沼
沌
改
良
費
に
千
六
百

万
円
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
二
千
万
円

を
給
食
セ
ン
タ
ー
の
排
水
処
理
施
設
の

整
備
の
た
め
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
当
初
予
算
の
牲
質
別
と
し
て

は
、
前
述
の
事
業
費
が
五
億
四
千
二
百

万
円
で
全
体
の
3
4
・
2
％
、
次
に
人
件

費
が
三
億
一
千
三
百
万
円
（
1
9
・
8
％

）
、
物
件
費
一
億
九
千
八
百
万
円
（
1
2

・
6
％
）
以
下
補
助
費
（
1
2
“
2
％
）

扶
助
費
（
9
・
5
％
）
の
頓
に
な
っ
て

い
ま
す
。

懲
脚
闇
閻
糊
胤
鵜

遠
賀
町
国
民
傭
廉
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算

一
億
八
千
八
百
七
十
二
万
九
千
円

遠
賀
印
書
禦
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

二
千
五
百
十
五
万
九
千
円

遠
賀
町
土
地
振
組
事
業
特
別
会
計
予
算

九
百
九
万
八
千
円

遠
賀
町
住
宅
改
修
費
金
貸
付
事
業
緯
別

会
計
予
算
五
千
四
百
八
十
一
万
七
千
円

遠
賀
町
役
場
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

本
条
例
の
改
正
は
、
4
月
か
ら
開
校

に
な
り
ま
し
た
広
渡
小
学
校
並
び
に
給

食
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
議
会
事
務
局
の

拡
充
に
と
も
な
い
職
員
増
の
必
要
が
生

じ
た
も
の
で
、
教
育
委
員
会
事
務
部
局

3
名
、
議
会
事
務
部
局
l
名
の
増
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

遠
賀
町
餓
会
駿
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
尊
に
関
す
る
条
例
尊
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

本
議
案
の
改
正
は
、
各
条
例
の
な
か

で
旅
費
に
関
す
る
改
正
で
す
。

最
近
、
国
鉄
運
賃
、
パ
ス
料
金
、

宿
泊
費
等
が
値
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
行
政
専
務
を
円
滑
に
す
す
め
る
う

え
か
ら
改
正
が
必
要
と
な
っ
た
も
の

で
、
議
会
議
員
、
特
別
職
々
員
、
一
般

職
々
貝
、
及
び
証
人
等
で
出
落
し
た
人

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

お
も
な
改
正
事
項
は
、
日
当
が
、
特

別
職
二
千
円
、
一
般
職
一
千
五
百
円
、

宿
泊
料
八
千
円
（
一
般
職
は
七
千
円
）

特
急
料
金
の
適
用
が
2
百
キ
ロ
以
上
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
招
集
に
応
じ
町
内
の
会
議
等

に
出
席
の
鴇
合
は
、
費
用
弁
償
と
し
て

千
五
百
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
待
別
職
の
職
員
で
非
棺
勤
の
も

の
の
穀
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

近
年
一
般
諸
物
価
及
び
生
計
費
の
上

昇
、
更
に
一
般
の
給
与
、
賃
金
等
が
ア

ッ
プ
し
て
い
ま
す
が
、
常
勤
特
別
職
等

に
つ
い
て
は
、
去
る
能
事
l
月
に
1
7
％

の
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回

は
非
常
勤
特
別
職
に
つ
い
て
平
均
2
0
％

程
度
の
ア
ッ
プ
率
で
改
定
と
な
っ
た
も

の
で
す
。
即
ち
、
教
育
委
員
長
年
額
十
三
万
九

千
円
、
農
業
委
貝
会
長
十
三
万
九
千
円

、
消
防
団
長
六
万
八
千
円
、
選
挙
管
理

委
員
長
三
万
二
千
円
、
損
害
評
価
委
員

長
三
万
一
千
円
、
区
長
七
万
三
千
円
、

生
産
組
合
長
三
万
五
千
円
、
地
区
公
民

館
長
一
二
万
六
千
円
（
な
お
区
長
、
生
産

組
合
長
の
報
酬
は
据
躍
さ
で
、
ア
ッ
プ

率
は
各
区
の
事
務
交
付
金
に
上
乗
せ
）

な
お
、
一
月
に
改
定
に
な
り
ま
し
た

常
勤
特
別
職
並
び
に
議
会
議
員
の
給
与

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
長
月
額
（
以
下
同
じ
）
三
十
六
万

三
千
円
、
助
役
二
十
九
万
三
千
円
、
収

入
役
二
十
八
万
一
千
円
（
教
育
長
も
同

額
）
　
議
長
十
二
万
一
千
円
、
副
議
長
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遠賀町特別職職具で非縞動のものの報酬及び要用弁償

開披 東票 管 癖 哲 �選 挙 笈 � �委 員 ��選 挙 管 理 委 員 会 委 員 長 �団 員 ��副 分 団 長 �分 団 長 �駐 長 �副 団 長 �消 防 団 長 �畿 会 選 出 �監 査 委 員 学 塑 経 験 者 �委 員 ��副 会 長 �農 案 委 員 会 全 長 �扱 育 要 目 ��教 育 委 員 長 �区 分 

8 �β � � �� � � � � � �軍 書 �菖 �葺 �喜 �… ��書 �責 8 �書 ��年 真 書 �報 酬 の 額 円 昌 � �8 ��8 �8 ��昌 �昌 �富 

地 区 公 民 出 炭 �生 産 組 合 長 �区 長 �� �部 市 棚“ 面 審 議 会 委 員 �水 防 協 議 会 受 像 � �防 災 全 銀 委 員 �重油 防 賞賛 じ 仝ゆ つ 委金 春 風査 �宵 少 年 問 題 協 lt 全 重 民 �蛮 風 �副 費 �損 聖 評 価 会 委 小 長 � � � �� �� ��区 分 

営 密 通 全′ 委 員 �仝 教 育 委 風 公 民 館 �民 戴健 諜 萎険 迎 自営 ��定 員資 窪 萎価 春 風査 ��票黒 立 会 人 

8 � �年 �� � � � � � �日 � � � �寧 � � �� ��日 中 ��報 酬 の 頬 円 冨 � �曇 � �昌 �8 � �8 �書 �8 �書 �昌 �B �8 � �昌 ��昌 

飲んだら乗らない、乗るなら飲まない、飲ませない

十
一
万
四
千
円
、
常
任
委
員
長
十
一
万

円
、
議
員
十
万
八
千
円
で
す
。

な
お
、
今
回
改
正
に
な
り
ま
し
た
非

常
勤
特
別
職
の
報
酬
は
下
表
の
と
お
り

です。
遠
賀
町
立
町
民
体
育
館
建
築
準
備
基
金

の
股
皐
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

本
条
例
に
つ
い
て
は
、
現
在
具
体
的

な
計
画
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
基

金
制
度
の
充
実
に
よ
り
、
将
来
に
備

え
、
財
政
の
計
画
的
運
用
を
は
か
る
た

め
制
定
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

遠
賀
町
学
校
給
食
共
同
節
理
鳩
殴
電
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
に
も
と
づ

き
、
従
来
各
小
学
校
毎
に
設
置
し
て
い

ま
し
た
給
食
調
理
室
を
一
括
し
て
共
同

調
理
場
（
給
食
セ
ン
タ
ー
）
と
し
、
そ

の
新
設
に
と
も
な
い
条
例
化
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

遠
賀
町
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
補

助
金
交
付
制
度
の
制
定
に
つ
い
て

本
条
例
は
、
福
岡
県
心
身
障
害
者
扶

蛮
共
済
制
度
の
主
旨
に
そ
っ
て
、
経
済

的
に
掛
金
納
付
の
困
難
な
世
帯
に
対
し

掛
金
の
補
助
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

心
身
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
と
生
活
の

安
定
に
少
し
で
も
役
立
て
よ
う
と
い
う

こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で

す。

遠
賀
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
葬
祭
費
の
ア
ッ
プ
で
す
。

諸
物
価
上
昇
の
な
か
で
、
従
来
被
保
険

者
が
死
亡
さ
れ
た
と
き
五
千
円
の
葬
祭

費
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
万
円

に
改
定
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

遠
賀
町
震
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

本
条
例
は
、
農
業
災
害
補
償
法
及
び

農
業
共
済
基
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
に
も
と
づ
き
、
本
町
の
農
業
共

済
条
例
の
一
郭
が
改
正
と
な
っ
た
も
の

で
、
そ
の
主
な
改
正
点
と
し
て
、

1
、
家
畜
共
済
に
新
に
肉
豚
が
追
加
さ

れ
た
た
め
。

2
、
無
塵
戻
し
金
の
支
払
が
3
分
の
l

か
ら
2
分
の
1
に
改
め
ら
れ
た
た
め

3
、
無
事
戻
し
積
立
金
が
特
別
積
立
金

に
改
め
ら
れ
た
た
め
。

4
、
水
稲
共
済
単
位
当
り
共
済
金
額
が

改
め
ら
れ
た
た
め
で
す
。

遠
賀
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
用
、
給

与
、
分
限
及
び
懲
戒
、
服
務
籍
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
条
例
は
、
特
別
職
等
の
費
用
弁
償

の
改
定
と
併
行
し
、
消
防
団
貝
の
水
火

災
時
の
出
動
及
び
訓
練
時
の
費
用
弁
償

を
改
正
し
た
も
の
で
水
火
災
の
出
勤
時

に
は
二
千
五
百
円
、
訓
練
時
に
は
千
八

百
円
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

線
虫
の
領

一
、
遠
賀
町
慮
合
繊
風
の
報
酬
及
び
噴
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
条
例
妨
十
三
号
）

に
よ
る
旅
貧
相
当
額

三
相
製
に
応
じ
金
製
に
出
席
、
叉
は
公
務
の
た
め
町
内
に
拭
改
し
た
と
き
は
、
一
、
曇
室
田
と
す
る
。

行
政
相
談
員
に

石
橋
多
七
氏
が
決
ま
り
ま
し
た

行
政
相
談
員
と
し
て
長
い
間
お
世
話

を
頼
っ
て
お
り
ま
し
た
高
崎
博
愛
氏
の

後
任
と
し
て
遠
賀
町
広
渡
の
石
橋
多
セ

氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。

行
政
相
談
員
は
、
広
く
国
民
の
苦
階

を
受
け
付
け
る
窓
口
と
し
て
、
管
区
行

政
監
察
局
（
各
都
道
府
県
庁
所
在
地
に

設
置
）
と
い
っ
た
役
所
に
限
定
す
る
こ

と
は
、
国
民
に
と
っ
て
は
、
不
便
で
も

あ
り
、
ま
た
心
理
的
に
も
負
担
が
か
か

る
ほ
か
、
気
軽
さ
や
親
し
み
も
薄
い
と

い
う
こ
と
か
ら
「
行
政
相
談
員
制
度
」

を
設
け
、
市
町
村
毎
に
相
談
員
を
配
置

し
、
国
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
の
窓
口
と

し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
苦
情
、
相
談
を
、
い
つ
で
も

気
軽
に
受
付
け
て
い
ま
す
。

砲
話
は
3
局
0
2
2
3
番
で
す
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

∞
　
飲
酒
運
転
を
根
絶
－
∞

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

町
犠
会
が
飲
酒
連
語
の
追
放
を
決
厳

春
の
交
通
安
全
連
動
が
4
月
6
日
か

ら
4
月
鳩
目
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
交
通
事
故
の
原
因
中
　
「
飲
酒
運

転
」
に
よ
る
事
故
は
あ
と
を
た
た
ず
、

飲
酒
事
故
に
よ
っ
て
尊
い
生
命
が
失
わ

れ
、
悲
惨
な
家
庭
の
境
遇
を
み
る
に
つ

け
飲
酒
逆
転
こ
そ
社
会
の
敵
で
あ
る
こ

と
を
強
く
感
じ
ま
す
。

遠
賀
町
議
会
に
お
い
て
は
、
飲
酒
運

転
の
罪
悪
性
を
糾
弾
し
、
交
通
秩
序
の

確
立
と
人
命
尊
重
の
桔
神
に
徹
し
、
決

然
と
飲
酒
運
転
を
追
放
す
る
こ
と
を
決

し
、
去
る
3
月
飽
田
「
飲
酒
運
転
追
放

宣
言
に
関
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
決
議
に
よ
り
、
こ
の
連
動

の
輪
が
一
万
人
町
民
の
間
に
抜
か
り
、

深
く
港
透
し
て
交
通
夢
故
防
止
に
ひ
益

す
る
こ
と
を
頼
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

日
本
の
社
会
は
、
飲
酒
に
よ
る
犯
罪

事
故
等
に
お
い
て
は
寛
大
に
取
扱
わ
れ

て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
し

こ
の
こ
と
が
飲
酒
運
転
の
防
止
を
ゆ
る

が
せ
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
さ
び

し
い
態
度
で
望
む
よ
う
、
町
民
の
み

な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
頭
い
い
た
し
ま

す。
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ス　タ　ジ　オ　と圃整室

中央公民館、教育委員会の電話番号は（3）1355－6

二
”
ニ
ー
弼
・
：

の
あ
る
教
室
1
2
室
を
は
じ
め
音
楽
室
、

図
工
室
、
理
科
室
、
図
番
室
、
家
産
科

室
な
ど
の
特
別
教
室
6
室
と
付
属
す
る

準
備
室
3
室
、
そ
れ
に
最
殺
櫛
を
持
つ

ス
タ
ジ
オ
と
そ
の
調
整
室
ま
で
あ
り
、

他
に
校
長
室
や
職
員
室
等
も
含
め
る
と

部
屋
の
数
は
0
0
を
越
え
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー

昨
年
の
8
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
広
渡
小
学
校
、
給
食

セ
ン
タ
ー
、
遠
賀
川
保
育
園
が
、
こ
の
ほ
ど
あ
い
つ
い
で
完
成
の
は
こ

び
と
な
り
、
地
元
関
係
者
を
招
い
て
落
成
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

さ
せ
る
た
め
、
栄
瑳
士
さ
ん
、
調
理
員

の
皆
さ
ん
が
脱
を
ふ
る
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
島

門
、
浅
木
、
新
設
の
広
渡
の
各
小
学

校
、
そ
れ
に
今
ま
で
給
食
の
な
か
っ
た

遠
賀
中
学
校
の
合
計
4
校
に
、
1
日
約

1
5
0
0
食
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
る

と
と
も
に
、
米
飯
給
食
も
開
始
さ
れ
ま

す。
生
1
、
、
、
、
、
－
－
、
、
、
、
、
I
I
、
、
、
、
、
I
I
、
、
、
、
、
I
J

…
遠
賀
川
保
育
園
　
…

∽
　
広
波
小
学
校
　
～

∵
1
－
、
、
、
、
、
－
1
、
、
．
、
、
－
－
、
、
、
、
、
I
I
、
、
．
、
、
一

出
演
小
学
校
は
、
大
字
広
渡
1
9
3

0
番
地
に
総
工
費
六
億
二
千
七
十
七
万

七
千
円
を
か
け
て
建
設
さ
れ
、
総
面
談

2
2
5
9
1
平
方
メ
ー
ト
ル
（
う
ち
運

動
場
面
談
1
3
0
6
2
平
方
メ
ー
ト

ル
、
校
舎
赦
面
積
地
9
5
2
9
平
方
メ

ー
ト
ル
）
、
建
物
総
面
積
3
1
6
2
平

方
メ
ー
ト
ル
の
防
音
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
3
階
建
で
、
各
室
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

広
渡
小
学
校
の
開
校
に
よ
り
今
ま
で

出
門
小
学
校
に
通
学
し
て
い
た
新
町
、

遠
賀
川
、
旧
侍
、
広
渡
、
道
管
地
区
の

生
徒
が
広
波
小
学
校
に
通
学
す
る
こ
と

に
な
る
と
と
も
に
、
パ
ン
ク
寸
前
だ
っ

た
出
門
小
学
校
も
そ
の
悩
み
が
解
決
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
校
長
に
は
轢
原
守
先
生
が
∴
教

頭
に
は
早
川
英
明
先
生
が
蕃
任
さ
れ
て

お
り
、
ペ
ン
キ
の
に
お
い
の
す
る
新
校

舎
で
新
一
年
生
を
含
め
た
生
徒
約
3
0

0
人
と
い
っ
し
ょ
に
広
渡
小
学
校
の
第

1
ペ
ー
ジ
を
番
い
て
行
か
れ
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
広
渡
小
学
校
の
東

側
に
総
事
業
費
一
億
二
千
四
百
七
十
一

万
七
千
円
、
敷
地
面
積
2
3
5
1
平
方

メ
ー
ト
ル
の
鉄
骨
造
平
家
一
郭
2
階
建

で
、
内
部
に
は
自
動
魚
焼
き
機
、
フ
ラ

イ
ヤ
ー
、
米
飯
給
食
用
の
カ
マ
、
自
動

食
器
洗
い
機
な
ど
の
設
棚
が
あ
り
、
育

ち
盛
り
の
生
徒
の
お
な
か
の
虫
を
満
足

遠
賀
川
保
育
園
は
遠
賀
川
郵
便
局
蜜

に
以
前
の
園
舎
と
は
う
っ
て
変
っ
た
資

を
み
せ
て
い
ま
す
。
敷
地
面
積
8
7
6

平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
物
面
談
5
3
8
平

方
メ
ー
ト
ル
の
防
音
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
2
階
建
で
、
冷
暖
房
も
完
備
し
て
い

ま
す
。
保
育
室
の
ほ
か
調
乳
室
、
調
理

場
、
休
憩
室
も
備
え
て
お
り
、
快
適
な

環
魂
で
園
児
の
保
育
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。



第198号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報「おんが」（6）
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乗 重 大・安 石高永 � �秦 ��原 田 �烏 ��熱学 �柴 田 昭 軍梓 ��漆山 ��林謀 
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お出かけは、隣近所に一声かけて

役
場
　
の
　
人
事
異
動
の
　
お
知
ら
せ

▽
…
…
広
渡
小
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完
成
、
職
員
の
新
規
採
用
に
伴
っ
て
、
役
場
職
員
の
人
事
異
動
…
・
・
△

カ
ギ
か
け
て
隣
に
声
か
け
無
事
な
留
守

侵
　
入
　
姿
　
を
　
防
　
ご
　
う

▽
・
…
‥
を
4
月
1
日
付
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

▽
・
・
・
，
・
新
し
い
職
員
の
寵
恒
は
次
の
と
お
り
で
す
。

△△

庶
務
課
点
弼
棚

企
画
課
＋
評
掴
画
棚

財
務
∴
漂
白
輔
弼
離

住
民
課
点
描
離

厚
生
課
白
墨
障
金
離

産
業
課
＋
鵬
網
棚

建
設
課
＋
醜
輔
弼

同
和
対
策
室
　
－
　
同
和
対
策
係

収
入
役
－
収
入
役
室
　
－
　
会
　
計
　
係

縫
　
合
－
譲
　
受
－
護
会
事
務
局
　
－
　
議
　
会
　
係

l
社
会
教
育
課
I
I
社
会
教
育
扱

警
舗
－
警
吏

学
　
務
∴
∴
訣

給
食
セ
ン
タ
ー

馨
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
家
を
留
守

に
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
こ
の
際
を

狙
っ
た
聖
楽
狙
い
な
ど
投
入
軽
の
被
害

が
多
く
な
り
ま
す
。

空
巣
ね
ら
い
の
被
害
原
因
が
「
開
け

放
し
」
　
「
施
錠
設
備
な
し
」
　
「
施
錠
忘

れ
」
な
ど
カ
ギ
か
け
の
無
関
心
に
よ
る

も
の
が
板
書
の
備
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
を

し
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
侵
入
速
は
相

手
し
だ
い
で
居
囲
っ
た
り
、
婦
女
子
に

乱
暴
す
る
な
ど
凶
悪
犯
に
移
行
す
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

空
巣
ね
ら
い
な
ど
の
侵
入
盗
の
板
書

を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
を
励
行
し
ま

し
ょ
、
つ
。

○
ち
ょ
っ
と
で
も
留
守
に
す
る
と
さ
は

隣
の
人
に
ひ
と
声
か
け
て
、
留
守
中

の
用
心
を
た
の
み
ま
し
ょ
う
。

○
お
出
か
け
や
お
や
す
み
の
時
は
、
確

実
に
戸
締
り
し
ま
し
ょ
う
。

○
見
知
ら
ぬ
人
を
見
か
け
た
ら
、
ひ
と

声
か
け
て
用
件
を
確
か
め
、
怪
し
い

と
思
っ
た
ら
1
m
蕃
し
ま
し
ょ
う
。

○
木
製
ガ
ラ
ス
窓
に
「
ベ
ン
り
締
り
」

サ
ッ
シ
戸
に
は
「
フ
ァ
ー
ス
ナ
ー
ロ

ッ
ク
」
や
「
サ
ッ
シ
し
ま
り
」
な
ど

の
補
助
錠
を
取
付
け
て
戸
締
り
の
補

強
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
そ
の
他
の
出
入
口
、
房
に
も
主
錠
の

ほ
か
補
助
錠
を
取
付
け
ま
し
ょ
う
。

暴
力
は
出
す
な
許
す
な
見
の
か
ず
な

暴
力
犯
罪
を
追
放
し
よ
う

暴
力
団
は
県
聾
の
強
力
な
取
締
り
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
新
潮
結
成
の
団
体
が

出
現
す
る
な
ど
全
般
的
に
努
力
衰
退
の

兆
が
見
え
ず
、
け
ん
銃
等
を
使
用
し
た

抗
争
事
件
が
散
発
し
て
い
る
現
状
で
、

さ
ら
に
、
抗
争
の
原
因
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
至
る
と
こ
ろ
に
伏
在
し
て
お
り
、
時

と
所
を
選
ば
ず
啓
件
発
生
の
危
険
を
は

ら
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
暴
力
を
背
景
と
し
た
悪
質
な

犯
罪
も
依
然
と
し
て
発
生
し
て
お
り
、

平
穏
な
県
民
生
活
に
対
す
る
脅
威
の
根

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
暴
力
犯
罪
を
防

止
す
る
た
め
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

ー700
暴
力
団
関
係
者
に
交
通
蕩
故
の
示
談

や
債
権
の
取
立
て
を
頼
ま
な
い
。

○
暴
力
団
関
係
者
に
寄
付
金
や
み
か
じ

め
料
を
出
さ
な
い
。

○
暴
力
団
関
係
者
か
ら
借
金
し
た
り
、

暴
力
団
が
関
係
す
る
取
引
に
参
加
し

ない。

○
暴
力
団
関
係
者
に
土
地
や
施
設
を
貸

さ
な
い
。

○
暴
力
団
関
係
者
か
ら
と
ぱ
く
や
競
艇

の
ニ
ギ
リ
、
又
は
覚
せ
い
剤
の
使
用

な
ど
の
誘
い
を
受
け
て
も
応
じ
な

い。
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ぼくとママとのおやくそく、横断歩道でわたります

相
同
談
古
土

昭
和
艶
年
度
心
配
ご
と
相
談

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
諸
問
題

の
早
期
解
決
の
た
め
心
配
事
相
談
所
を

毎
月
2
回
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
裁
年

度
は
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

▽
相
敬
白

戯
年
4
月
n
臼

5
月
1
0
日

6
月
1
0
日

7
月
日
日

8
月
1
0
日

9
月
1
2
日

1
0
月
Ⅱ
日

日
月
1
0
日

1
2
月
1
2
日

5
3
年
1
月
1
0
日

2
月
1
0
日

3
月
1
0
日

（
月
）
鮪
日
（
月
）

（
火
）
公
田
（
月
）

（
金
）
お
目
（
木
）

（
月
）
鮪
日
（
月
）

（
水
）
鮪
日
（
火
）

（
月
）
飾
目
（
月
）

（
火
）
2
4
日
（
月
）

（
木
）
独
自
（
木
）

（
月
）
徳
目
（
金
）

（
火
）
2
3
日
（
月
）

（
金
）
お
目
（
木
）

（
金
）
穆
日
（
木
）

▽
時
同
　
午
後
1
時
－
・
4
時
ま
で

▽
場
所
　
遠
賀
町
旧
公
民
館
広
間

昭
和
5
2
年
度

身
体
障
害
者
（
児
）

巡
回
相
談

身
体
障
害
者
（
児
）
に
対
し
巡
回
し

て
医
学
的
判
定
等
を
行
な
い
、
又
更
生

に
必
要
な
相
談
に
応
じ
、
援
護
の
万
全

を
期
す
る
た
め
巡
回
相
談
が
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
利
用
さ
れ
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
巡
回

相
談
当
日
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、
前
も

っ
て
巡
回
相
談
予
約
受
付
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
代
理
人
で
も
け
っ
こ
う
で
す

の
で
予
約
受
付
を
行
っ
て
下
さ
い
。

の
対
象
者

身
体
晴
着
着
手
帖
所
持
者
で
の
の
う

ち
い
づ
れ
か
に
該
当
す
る
相
談
の
必

要
が
あ
る
者
、
及
び
身
体
の
内
郭
障

害
者
を
除
き
、
機
能
的
な
障
害
を
有

し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
。

㈲
巡
回
相
談
内
容

①
補
選
具
の
交
付
又
は
修
理
の
処
方

並
び
に
適
合
判
定

③
更
生
医
療
給
付
該
否
の
判
定

⑨
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
又
は

社
会
福
祉
施
設
へ
の
入
所
指
導

④
身
体
障
害
者
手
帖
交
付
に
関
す
る

診
断
（
内
部
障
害
者
を
の
ぞ
く
）

⑤
そ
の
他
更
生
指
導
に
関
す
る
こ
と

の
巡
回
相
談
予
約
受
付
日

昭
和
5
0
年
4
月
鳩
目

午
前
1
0
時
－
1
2
時
ま
で

遠
賀
町
役
場
保
険
室

の
巡
回
相
談
日

昭
和
5
2
年
4
月
幾
日

午
前
1
0
時
～
1
5
時
ま
で

芦
屋
町
民
会
館

㈲
持
参
品
身
体
障
聾
者
手
帳
（
交
付
済
者
の

み
）
印
鑑
・
筆
記
具

尚
、
戦
傷
病
者
補
装
具
支
給
等
巡
回
相

談
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
右
と
同
じ
く

昭
和
5
2
年
4
月
2
2
日

芦
屋
町
民
会
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

持
参
品
印
鑑
及
び
戦
傷
病
者
手
帳

又
都
合
に
よ
り
巡
回
相
談
当
日
利
用
で

き
な
い
方
は
左
記
の
所
を
利
用
下
さ

い。
昭
和
5
0
年
5
月
6
日

申
胸
高
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

身
体
障
害
者
結
婚
相
戦

身
体
障
害
者
の
箱
鰭
に
つ
い
て
色
々

と
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
利
用
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

昭
和
翰
年
4
月
詑
日

午
前
1
0
時
～
1
5
時
ま
で

芦
屋
町
民
会
館

巡
回
交
通
事
故
相
談

▽
相
談
日
　
4
月
1
3
日
（
水
）

5
月
Ⅱ
日
（
水
）

6
月
1
5
日
（
水
）

7
月
1
3
日
（
水
）

8
月
1
0
日
（
水
）

9
月
1
4
日
（
水
）

∇
場
　
所
　
置
方
市
市
民
相
談
室
、

砥
話
0
9
4
9
2
　
（
2
）

0
＿
0
0
0
0

高
速
道
路
交
通
隊
か
ら
の

お
願
い

福
岡
県
の
商
連
道
路
は
、
九
州
縦
貫

自
動
車
道
0
0
・
8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
関

門
自
動
車
道
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
あ
り

ま
す
。
轟
速
道
路
で
は
わ
ず
か
な
ミ
ス

が
大
き
な
結
果
を
招
き
ま
す
。
今
年
は

3
月
8
日
に
太
宰
府
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
で
死
亡
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
使
用
開
始
当
初
の
約
年
に
は
2

件
2
名
、
5
0
年
に
は
3
件
3
名
、
5
1
年

に
は
8
件
3
名
の
死
亡
率
故
が
あ
っ
て

い
ま
す
。
高
速
道
路
通
行
時
に
は
次
の
基
本
事

項
を
守
っ
て
安
全
運
転
を
し
て
下
さ
い

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
確
実
に
締
め
る
。

▽
始
業
点
検
は
綿
密
に
。
と
く
に
タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
は
一
般
道
路
走
行
時
よ

り
2
割
増
し
に
。

▽
過
労
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

1
～
2
時
間
運
転
し
た
後
に
は
、
必

ず
1
0
分
～
2
0
分
間
休
け
い
す
る
。

▽
高
速
道
路
の
最
低
速
度
は
時
速
5
0
キ

ロ

メ

ー

ト

ル

▽
速
度
に
応
じ
た
車
間
距
離
を
。

▽
故
障
等
の
特
別
な
場
合
以
外
は
全
線

駐
停
車
禁
止
で
す
。
休
け
い
は
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
、
又
は
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

▽
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
は
大
変

危
険
で
す
。
特
に
安
全
走
行
に
気
を

つ
け
て
下
さ
い
。

消
防
l
1
9
コ
ー
ナ
ー

電
気
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

態
評
火
災
の
5
0
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
笛

気
の
切
り
忘
れ
、
ア
イ
ロ
ン
、
コ
タ
ツ

、
砥
灯
な
ど
の
怒
具
の
取
扱
い
不
良
に

よ
る
も
の
で
す
。

つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
に
新
し
い
器
具
が
出

て
い
ま
す
が
、
取
り
扱
い
方
法
を
完
全

に
お
ぼ
え
、
十
分
注
意
し
て
使
用
し
、

磁
気
火
災
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

※
辞
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

○
ヒ
ュ
ー
ズ
は
必
ず
正
規
の
も
の
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。
（
銅
線
や
針
金
等

の
使
用
は
危
険
で
す
。
）

○
た
こ
足
式
の
配
線
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
，
つ
。

○
節
気
器
具
を
巡
っ
た
用
途
に
使
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
器
具
を
使
っ
た
あ
と
は
、
必
ず
コ
ン

セ
ン
ト
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

※
館
気
の
安
全
メ
モ

○
▽
マ
ー
ク
（
型
式
認
可
）
の
あ
る
よ

い
器
具
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

○
し
ろ
う
と
配
線
を
せ
ず
、
専
門
家
に

依
顕
し
ま
し
ょ
う
。

○
説
明
蕾
に
従
っ
て
、
き
め
ら
れ
た
用

途
に
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
火
災
救
急
発
生
状
況
（
2
月
ま
で
）

芭
旦
水
音
旦
合
計

火

災

一

〇

一

3

　

m

 

l

一

3

一

7



第198号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報「おんが」（8）

▽　　　▽　▽　∇

出　　会　開　期

演　　揖　演　目

みなさんの役場です。電話（3）1234

※
乳
児
相
敵

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
対
象
者

▽
場
　
所

▽
持
参
晶

月
の
税
金

定
資
産
税
　
　
　
1
期
分

納

期

限

　

4

月

2

5

日

ま

で

自
動
車
税
　
　
　
全
　
　
期

納

期

限

　

4

月

2

5

日

ま

で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

4
月
鳩
目
（
月
）

5
月
1
6
日
（
月
）

0
0
時
～
n
時
約
分

1
歳
未
満
児

役
場
保
健
室

母
子
手
帳

※
3
歳
児
一
斉
健
廉
珍
重

▽
期
　
日
　
4
月
1
5
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館
（
郵

便
局
横
）

▽
対
象
者
　
滴
3
歳
－
4
歳
未
満
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
　
幼
児
の
こ
と
に
つ
い
て
よ

く
わ
か
る
保
護
者
が
同
伴
し
て
下
さ

い。
※
春
期
狂
犬
病
予
防
注
射
（
追
加
）

4
月
1
・
4
日
に
実
施
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
未
接
穂
犬
が
あ
り
ま
す
の

で
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。
注
射
、
登

録
を
し
て
な
い
犬
は
野
犬
と
見
な
し

て
捕
獲
致
し
ま
す
。

当
日
不
用
犬
の
引
き
取
り
も
致
し

ま
す
の
で
事
前
に
お
知
ら
せ
下
さ
る

か
、
持
っ
て
来
て
下
さ
い
。

▽
日
　
時
　
5
月
1
4
日
（
土
）

1
0
時
～
n
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
役
場
車
庫
前

▽
料
　
金
　
九
百
五
十
円
（
含
登
録

料）

※
昭
和
5
2
年
慶
結
椴
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
鯵

対
象
者
調
べ
の
提
出
に
つ
い
て

結
核
健
康
診
断
受
診
対
象
者
調
べ

を
3
月
0
0
日
ま
で
に
区
長
さ
ん
宅

ま
で
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

が
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て
な
い
方
が
い

ま
す
の
で
、
早
急
に
役
場
衛
生
係
ま

で
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
し
尿
く
み
振
り
に
つ
い
て

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て
次
の
悪

を
守
っ
て
下
さ
い
。

○
く
み
取
り
申
込
み
を
さ
れ
で
も
す

ぐ
に
は
行
け
ま
せ
ん
の
で
、
早
目

に
役
場
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

○
便
そ
う
付
近
は
作
楽
し
や
す
く
し

て
下
さ
い
。

○
地
下
水
、
雨
水
等
の
流
れ
込
む
よ

う
な
不
良
便
そ
う
は
早
急
に
改
善

し
て
下
さ
い
。

〇
人
貝
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
も
す

ぐ
に
役
境
に
届
出
て
下
さ
い
。

春
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
・
コ

ン
サ
ー
ト
へ
の
御
案
内

月

町
内
で
初
め
て
の
値
と
し
て
遠
賀
町

青
年
会
主
催
に
よ
る
、
一
流
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
召
い
て
の
「
春
の
ジ
ョ
イ
フ

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
っ
ン
サ
ー
ト
は
、
夕
べ
の
い
こ

い
の
ひ
と
と
き
に
大
人
も
子
供
も
一
緒

に
「
ナ
マ
」
の
音
楽
を
聞
き
、
そ
の
す

ぼ
ら
し
さ
と
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
．

「
ナ
マ
」
苦
楽
。
そ
の
感
動
を
あ
な

た
も
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

鑑
賞
御
希
望
の
方
は
大
潟
整
理
券
を

1
月
1
6
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
で
お
受

け
と
り
下
さ
い
。

阜
球
教
室
生
の
募
集

卓
球
教
室
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

多
数
の
子
ど
も
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日

▽
時
　
間
　
午
後
2
時
－
4
時
ま
で

▽
鴇
　
所
　
遠
賀
町
旧
公
民
館
ホ
ー
ル

∇
対
　
象
　
小
・
中
学
生

▽
指
導
者
　
原
善
治
先
生

▽
会
　
費
　
l
カ
月
百
円

▽
申
込
み
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
碍
話
⑧
1
3
5
5
）
　
へ

郷
土
芸
能
収
録
の
お
願
い

遠
賀
町
の
郷
土
芸
能
を
は
じ
め
、
僅

謡
な
ど
を
収
録
し
、
末
永
く
保
存
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
粗
す
り

唄
、
田
植
唄
、
水
ふ
み
唄
な
ど
の
唄
を

う
だ
え
る
方
は
、
郷
土
文
化
研
究
会
吉

野
千
年
（
虫
生
津
、
砥
話
⑧
0
4
2

5
）
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

水
道
工
事
当
番
店
（
4
“
5
月
）

▽
福
田
工
務
店
　
砲
話
③
0
1
6
8

4
月
1
2
、
1
6
、
2
0
、
2
4
、
2
8
日

5
月
2
、
6
、
1
0
、
1
4
、
1
8
、
幾
日

が
、
3
0
日

▽
高
崎
工
務
店
　
短
詩
⑨
1
6
2
5

4
月
1
3
、
1
7
、
2
1
、
鮪
、
約
日

5
月
3
、
7
、
m
、
1
5
、
1
9
、
鮪
日

材
、
3
1
日

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
該
会

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か

ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
演
奏
曲
目

∇
鑑
賞
科

4
月
1
7
日
（
日
）

午
後
6
時
約
分
よ
り

遠
賀
町
中
央
公
民
館
2

階
大
ホ
ー
ル

百
方
市
「
ス
イ
ン
グ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

ポ
ど
こ
フ
－
、
歌
謡

曲
、
ロ
ッ
ク
、
映
画
苦

楽
等
、
他
全
豹
曲

三
百
円

▽
佐
伯
工
寧
店

4
月
1
0
、
1
4
、

5
月
4
、
8
、

沈
日

▽
水
谷
工
務
店

舘
話
　
鞍
手
局

4
月
競
、
1
5
、

5
月
1
、
5
、

鮪
、
幻
目

砥
話
③
0
1
1
0

1
8
、
艶
、
飾
、
0
0
日

1
2
、
1
6
、
2
0
、
塊
日

一
〇
。
背
黒
駕

1
9
、
怨
、
2
7
日

9
、
1
3
、
1
7
、
2
1
日

故
　
白
木
　
照
雄

（木　守）

故
　
麻
生
　
鉄
夫

（新　町）

故
　
村
井
ヨ
シ
ノ

（別　府）

改
　
案
　
　
通
草

（鬼　津）

故
　
吉
田
　
保
作

（上別府）

故
　
安
永
　
秀
男

（虫生津）

故
　
林
　
善
次
郎

（別　府）

故
　
白
石
　
八
郎

（遠賀川）

散
　
大
寺
　
英
光

（木　守）

様
白
木
美
智
子
殿

様
麻
生

様
村
井

様
葉
桜
吉
田

様安
永

様
林
様
白
石

桜
大
寺

敦
子
殿

克
巳
段

繁
男
威

力
男
殿

賀
一
腰

博
通
願

事
隆
殿

敬
三
殿


